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　モノづくり日本会議（事務局 日刊工業新聞社）は
９月 日、東京都千代田区のホテルグランドパレスで
第２回新産業技術促進検討会「ＮＥＤＯのナノテク・
材料開発の方向性」を開いた。モノづくりの根幹を支
えるナノテクノロジー・材料技術は電子・情報、環境
・エネルギー、医療・バイオなどあらゆる出口分野で
重要な役割を担っている。本検討会では、技術ロード
マップ策定などを手がける新エネルギー・産業技術総
合開発機構（ＮＥＤＯ）のナノテク・材料開発の方向
性と個別分野として構造材、ナノカーボン、希少金属
分野の戦略を紹介するとともに、関連分野の最新トピ
ックスを解説し、今後の展開を探った。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
開
発
の
方
向
性

■ＮＥＤＯの個別分野戦略■

新技術潮流がカギに

　
微
細
化
に
よ
る
高
機
能
化
を
図
っ

て
き
た
ナ
ノ
テ
ク
だ
が
、
今
後
の
方

向
性
は
ど
う
か
。
ト
レ
ン
ド
を
見
る

と
、
自
然
界
に
は
な
い
機
能
を
発
現

す
る
人
工
構
造
物
で
あ
る
メ
タ
マ
テ

リ
ア
ル
、
生
物
模
倣
や
自
然
か
ら
学

ぶ
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
と
い
う
、

新
し
い
技
術
潮
流
が
あ
る
。
こ
れ
ら

を
経
て
自
然
に
は
な
い
構
造
物
を
自

然
に
学
ん
で
つ
く
る
新
た
な
ナ
ノ
テ

ク
へ
と
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　
新
た
な
技
術
を
考
え
る
際
、
課
題

と
な
る
の
は
日
本
に
と
っ
て
の
戦
略

技
術
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
仕
方
で
あ

り
、
ト
レ
ン
ド
を
定
量
的
に
分
析
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
基
礎
研
究

を
産
業
界
へ
橋
渡
し
す
る
こ
と
も
不

可
欠
だ
。

　
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
協
業
、
標
準
化

・
基
盤
共
通
化
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

り
な
ど
、
自
社
資
源
だ
け
で
は
で
き

な
い
課
題
に
挑
戦
す
る
機
会
を
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
が
皆
様
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

機能性材料にフォーカス課題分析

■
構
造
材

接
着
接
合
の
研
究
開
発
拡
充

　
自
動
車
を
は
じ
め
航
空
機

や
鉄
道
車
両
な
ど
、
輸
送
機

器
の
燃
費
向
上
に
向
け
、
軽

量
素
材
の
適
用
範
囲
拡
大
、

高
強
度
素
材
に
よ
る
部
材
使

用
量
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
は
鉄
鋼
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
、
チ
タ
ン
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
な

ど
各
素
材
の
強
度
・

加
工
性
を
含
め
た
高

性
能
化
・
低
コ
ス
ト

化
と
、
異
種
部
素
材

の
接
合
技
術
に
よ
る

マ
ル
チ
マ
テ
リ
ア
ル

化
が
重
要
で
あ
る
。

　
現
在
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
で

は
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
鉄
鋼
の
高
強
度
高
延
性

化
技
術
の
開
発
、
非
鉄
関
係

は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
で
あ
れ
ば

難
燃
化
技
術
の
よ
う
に
、
素

材
特
有
の
技
術
開
発
、
Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ
で
は
中
間
基
材
開
発
、

成
形
・
加
工
技
術
、
評
価
・

設
計
技
術
を
連
携
さ
せ
て
製

造
技
術
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。

　
ま
た
接
合
で
は
、
マ
ル
チ

マ
テ
リ
ア
ル
化
を
実
現
す
る

た
め
、
鋼
板
と
軽
金
属
、
金

属
と
樹
脂
な
ど
の
異
材
接
合

技
術
を
開
発
し
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

年
間
に
わ
た
る
た
め
、
ス
テ

ー
ジ
ゲ
ー
ト
方
式
を
採
用
し

最
適
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
最
初
の
ス
テ
ー
ジ
ゲ

ー
ト
は
来
年
度
に
設
定
し
て

管
理
運
営
し
て
い
る
。

　
現
在
の
課
題
と
し
て
、
接

着
接
合
の
研
究
開
発
拡
充
、

各
テ
ー
マ
の
整
理
と
実
施
体

制
の
最
適
化
を
検
討
し
て
い

る
。

■
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン

■
希
少
金
属
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Ｎ
Ｂ
Ｃ
Ｉ
か
ら
見
た
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
戦
略

我
が
国
の
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
・
モ
ノ
づ
く
り
戦
略
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
技
術
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
げ
る

炭
素
材
料
の
新
し
い
世
代
の
事
業
化
に
つ
い
て

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
支
え
る
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス

メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
と
モ
ノ
づ
く
り

環
境
・
エ
ネ
へ
の
関
心
高
ま
る

　
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
推
進
協
議
会

Ｎ
Ｂ
Ｃ

Ｉ

は
２
０
０
３
年
に
発

足
、
現
在
は
約
１
７
０
社
の

会
員
が
参
加
し
て
い
る
。
最

近
は
大
学
や
研
究
機
関
な
ど

外
部
連
携
活
動
、
Ｒ
＆
Ｄ
や

ビ
ジ
ネ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活

動
、
安
全
性
評
価
な
ど
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

　
ナ
ノ
テ
ク
展
を
題

材
に
動
向
を
分
析
し

た
。
約
６
５
０
件
の

出
展
と
約
５
万
人
の

来
場
者
が
あ
る
。
来

場
者
の
関
心
を
調
査

す
る
と
、
出
口
・
応

用
分
野
で
は
材
料
・
素
材
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
Ｉ
Ｔ

＆
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
自

動
車
な
ど
。
共
通
基
盤
技
術

分
野
で
は
ナ
ノ
材
料
・
素
材

分
野
へ
の
関
心
が
高
い
。

　
用
途
・
機
能
別
で
は
ナ
ノ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
関
心
が
高

く
、
生
体
適
合
性
材
料
へ
も

年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
形
態

別
に
は
ナ
ノ
粒
子
、
複
合
材

料
、
ナ
ノ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
材

料
へ
の
関
心
が
増
加
傾
向

だ
。

　
大
震
災
前
後
の

年
と

年
を
比
較
す
る
と
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
へ
の
関
心

が
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
も

増
加
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｂ
Ｃ
Ｉ
会
員
が
注
目
す

る
技
術
は
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
分

科
会
準
備
中
の
バ
イ
オ
ミ
メ

テ
ィ
ク
ス
な
ど
で
あ
る
。

モ
ノ
づ
く
り
戦
略
明
確
に

　
日
本
と
し
て
の
国
際
競
争

力
は
工
業
製
品
類
の
国
際
競

争
力
の
維
持
・
向
上
が
カ
ギ

だ
。
そ
の
た
め
に
は
科
学
技

術
力
の
強
化
は
必
須
だ
。

　
日
本
は
政
府
研
究
開
発
投

資
が
停
滞
気
味
だ
。
ナ
ノ
テ

ク
・
材
料
分
野
に
対
し
て
は

各
国
と
も
競
う
よ
う

に
投
資
を
伸
ば
し
て

い
る
が
、
日
本
で
は

輸
出
の
中
心
で
あ
る

製
造
業
の
根
幹
を
支

え
る
分
野
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
投

資
に
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
な
い
。

　
海
外
で
は
先
進
諸
国
に
お

け
る
モ
ノ
づ
く
り
回
帰
の
動

き
が
目
立
っ
て
い
る
。
米
は

オ
バ
マ
大
統
領
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
に
よ
り
製
造
業
強
化
策

が
取
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
で

は
Ｆ
Ｐ
７
の
下
「
未
来
の
工

場

Ｆ
ｏ
Ｆ

」
を

年
に
立
ち
上
げ

た
。
独
は
ハ
イ
テ
ク

戦
略
２
０
２
０
の
重

点
分
野
に
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
４
・
０
」
を
挙
げ
、
Ｃ
Ｐ

Ｓ
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た

「
考
え
る
工
場
」
実
現
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
る
。
世
界
の
ト
レ
ン
ド

は
、
モ
ノ
づ
く
り
と
オ
ー
プ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
と
の
一
体
化

で
あ
る
。

　
こ
の
流
れ
の
中
で
、
わ
が

国
が
得
意
と
す
る
ナ
ノ
テ
ク

・
材
料
分
野
の
強
み
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
、
し
っ
か
り
と
し
た
モ
ノ

づ
く
り
戦
略
が
必
要
だ
。

企
業
・
大
学
協
働
で
人
材
創
出

　
ナ
ノ
テ
ク
・
材
料
技
術
の

役
割
は
、
新
産
業
創
出
の
た

め
の
シ
ー
ズ
技
術
や
基
盤
技

術
の
確
立
と
、
人
材
創
出
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
技
術
の
進

化
と
社
会
変
化
に
対
応
し
た

科
学
技
術
政
策
を
立
案
し
、

国
家
・
地
球
規
模
の
目
線
で

の
推
進
が
必
要
と
な

る
。

　
科
学
技
術
は
、
科

学
的
原
理
を
技
術
に

応
用
し
、
産
業
上
の

目
的
に
役
立
て
て
こ

そ
意
味
が
あ
る
。
何

の
た
め
に
研
究
し
て

い
る
の
か
が
明
確
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。近
年
、産
学
連

携
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
増

し
て
い
る
中
で
企
業
の
第
一

線
研
究
者
が
大
学
に
常
駐
せ

ず
、
大
学
教
員
中
心
の
推
進

体
制
と
な
り
、
互
い
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て

い
な
い
こ
と
が
、
し
ば
し
ば

課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

　
大
学
は
人
材
創
出
の
教
育

機
関
で
あ
る
と
と
も
に
基
礎

研
究
の
場
で
あ
る
が
、
単
な

る
研
究
に
と
ど
め
ず
、
社
会

へ
の
還
元
が
不
可
欠
だ
。
そ

の
た
め
に
は
、
産
学
連
携
・

実
用
化
研
究
の
位
置
付
け
を

明
確
化
す
る
こ
と
と
、
企
業

と
大
学
が
協
働
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
環
境
づ
く

り
が
重
要
と
な
る
。

　
今
後
、
研
究
力
だ
け
で
な

く
、
分
析
す
る
力
、
組
織
を

動
か
す
力
、
見
通
す
力
を
持

ち
合
わ
せ
た
人
材
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
組

織
間
の
人
材
流
動
性
を
高
め

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

超
軽
量
銅
複
合
材
な
ど
事
業
創
成

　
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

Ｃ
Ｎ
Ｔ

は
黒
鉛
の
シ
ー

ト
を
パ
イ
プ
状
に
し
た
も
の

で
、
強
度
は
鋼
の

倍
、
熱

伝
導
性
は
銅
の

倍
、
密
度

は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
半
分
、

電
子
移
動
度
は
シ
リ
コ
ン
の

倍
等
の
高
特
性
を
持
つ
。

　
な
か
で
も
単
層
Ｃ
Ｎ
Ｔ
は

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
展

開
が
期
待
さ
れ
る

が
、
１
時
間
に
数

程
度
と
生
産
性
が

非
常
に
低
か
っ
た
。

２
０
０
４
年
、
産
総

研
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
支

援
の
下
、
触
媒
効
率

を
１
０
０
０
倍
に
高
め
た
単

層
Ｃ
Ｎ
Ｔ
の
合
成
技
術
、
ス

ー
パ
ー
グ
ロ
ー
ス

Ｓ
Ｇ

法
を
開
発
し
、
工
業
化
に
向

け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。

　
こ
の
技
術
の
キ
ロ
グ
ラ
ム

単
位
の
量
産
プ
ラ
ン
ト
を
造

り
、
単
層
Ｃ
Ｎ
Ｔ
を
企
業
へ

提
供
し
用
途
開
発
を
促
進

し
、
同
時
に
リ
ス
ク
と
安
全

性
に
つ
い
て
の
検
討
も
進
め

て
い
る
。

年
度
に
は
日
本

ゼ
オ
ン
が
商
用
プ
ラ
ン
ト
を

稼
働
す
る
予
定
だ
。

　
用
途
に
つ
い
て
も
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

材
料
か
ら
部
材
ま
で
一
貫
開

発
可
能
な
基
盤
技
術
確
立
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
将
来
、

極
限
環
境
向
け
ゴ
ム
材
料
や

金
属
代
替
熱
可
塑
性
樹
脂
、

超
軽
量
の
銅
複
合
材
な
ど
Ｓ

Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｔ
を
コ
ア
マ
テ
リ
ア

ル
に
し
た
新
事
業
の
創
成
を

目
指
し
て
い
る
。

国
際
標
準
化
へ
知
識
基
盤
提
案

　
生
物
模
倣
と
訳
さ
れ
る
バ

イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
は
、
欧

州
を
中
心
に
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
博
物
学
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
新
展
開
を
見

せ
は
じ
め
て
い
る
。
表
面
に

サ
メ
肌
構
造
を
取
り
入
れ
た

水
着
が
ま
さ
に
こ
れ
だ
。

　
生
物
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
は
進
化
適
応

の
結
果
で
あ
り
、
人

間
の
技
術
体
系
と
は

モ
ノ
づ
く
り
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
が
異
な
る
。

フ
ラ
イ
パ
ン
の
撥
水

性
は
フ
ッ
素
樹
脂
の

物
性
を
利
用
し
て
い
る
が
、

ハ
ス
の
葉
は
表
面
構
造
で
水

を
は
じ
く
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

や
陶
器
は
高
温
焼
成
プ
ロ
セ

ス
で
製
造
す
る
が
、
ア
ワ
ビ

の
貝
殻
は
常
温
で
つ
く
ら
れ

る
が
、硬
く
て
強
い
。

　
画
像
は
専
門
的
知
識
が
な

く
て
も
創
造
的
刺
激
を
か
き

立
て
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で

あ
る
膨
大
な
生
物
学
の
知
識

を
工
学
情
報
に
変
換
す
る
発

想
支
援
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が

開
発
さ
れ
た
。
あ
る
繊
維
の

電
子
顕
微
鏡
画
像
を
質
問
画

像
と
し
て
検
索
す
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
昆
虫
の
脚
先
が
示

さ
れ
た
。
昆
虫
の
脚
先
は
微

細
毛
が
密
集
し
多
様
な
表
面

に
付
着
す
る
機
能
が
あ
る
。

質
問
画
像
の
繊
維
も
吸
着
機

能
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。

　
２
０
１
２
年
か
ら
バ
イ
オ

ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
の
国
際
標
準

化
が
動
き
出
し
た
。
日
本
か

ら
も
「
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク

ス
知
識
基
盤
」
に
つ
い
て
提

案
し
て
い
る
。

新
特
性
持
つ
物
質
創
出
へ
可
能
性

　
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
は
、
光

の
波
長
よ
り
も
細
か
な
構
造

を
導
入
し
て
、
物
質
が
本
来

持
つ
特
性
と
は
全
く
異
な
る

機
能
を
人
工
的
に
付
与
し
た

物
質
だ
。
自
然
界
の
物
質
の

透
磁
率
は
全
て
真
空
の
透
磁

率
と
同
じ
で
、
異
な
る
値
の

物
質
は
な
い
。
メ
タ
マ
テ
リ

ア
ル
を
使
え
ば
人
工

的
に
作
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
れ
を
作

る
技
術
が
ま
だ
な

い
。

　
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル

を
構
成
す
る
微
小
な

コ
イ
ル
構
造
を
作
る

た
め
に
、
金
属
イ
オ
ン
に
フ

ェ
ム
ト
秒
レ
ー
ザ
ー
を
集
光

照
射
し
て
光
還
元
現
象
で
金

属
化
す
る
技
術
は
、
高
精
度

で
自
由
な
構
造
を
形
成
で
き

る
が
時
間
が
か
か
り
す
ぎ

る
。
一
方
、
金
属
の
ナ
ノ
粒

子
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
子
を
使
っ

て
形
成
す
る
方
法
は
、
早
く

大
量
に
で
き
る
が
、

不
均
一
・
不
完
全

で
、
構
造
の
自
由
度

に
制
限
が
あ
る
。
我
々
は
最

近
、
電
子
線
描
画
法
で
ラ
イ

ン
を
描
き
こ
れ
を
金
属
に
置

き
換
え
た
後
、
下
地
の
基
板

を
エ
ッ
チ
ン
グ
し
て
金
属
薄

層
の
応
力
の
違
い
で
金
属
ラ

イ
ン
を
丸
め
て
コ
イ
ル
を
作

る
方
法
を
開
発
し
、
研
究
に

十
分
な
サ
イ
ズ
の
メ
タ
マ
テ

リ
ア
ル
を
作
っ
た
。

　
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
技
術
を

使
え
ば
、
屈
折
、
反
射
、
分

散
な
ど
、
自
然
界
に
は
な
い

特
性
を
持
つ
物
質
が
得
ら
れ

る
可
能
性
は
あ
る
。
そ
れ
に

は
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
技
術

が
不
可
欠
だ
。

有
識
者
に
よ
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
紹
介

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
で
は
材
料
・
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
分
野
で
現
在
６
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
行
中
だ
。
構
造
材
、
ナ
ノ

カ
ー
ボ
ン
、
希
少
金
属
の
ほ
か
、
非

可
食
性
植
物
由
来
の
化
学
品
、
高
効

率
モ
ー
タ
ー
用
磁
性
材
料
、
有
機
Ｅ

Ｌ
や
有
機
太
陽
電
池
向
け
の
材
料
評

価
技
術
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
い
領
域
と
し
て
機

能
性
材
料
を
考
え
て
お
り
、
現
状
・

課
題
分
析
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
の
た
め
に

は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
議
論
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
ナ

ノ
テ
ク
分
野
で
、

の
技
術
に
つ
い

て
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
き

た
。現
在
、今
あ
る

の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
見
や
す
く

す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
ナ
ノ
テ

ク
が
実
現
す
る
機
能
・
特
性
ご
と
に

分
類
し
て
逆
引
き
で
き
る
よ
う
に
す

る
ほ
か
、
ナ
ノ
プ
ロ
セ
ス
の
技
術
に

つ
い
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
に
分
類
し
、
ま
た
安
全
項
目
を

追
加
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
電
気
的
特
性
の
逆
引
き

を
ま
と
め
た
が
、
今
年
度
は
熱
特
性

や
機
械
特
性
な
ど
の
他
の
特
性
の
逆

引
き
を
作
成
す
る
ほ
か
、
個
別
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
リ
バ
イ
ス
と
追
加
す
べ

き
技
術
の
検
討
を
行
う
。
加
え
て
、

各
特
性
か
ら
製
品
・
市
場
へ
、
さ
ら

に
は
実
現
す
る
社
会
・
価
値
を
描
き

出
す
こ
と
に
も
取
り
組
む
。

　
材
料
分
野
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

は
、
日
本
の
強
み
と
市
場
の
大
き
さ

か
ら
、
構
造
材
料
、
医
用
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
材
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
・
貯

蔵
材
料
、
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

材
料
の
４
分
野
を
優
先
的
に
進
め
て

い
る
。
昨
年
度
は
構
造
材
料
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
が
、
今
年
度

は
残
り
の
３
分
野
の
検
討
も
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

実
用
化
へ
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
ナ
ノ
炭
素
材

料
研
究
は
１
９
９
８
年
に
始

め
ら
れ
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

ス
・
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ

Ｃ
Ｎ
Ｔ

の
事
業
化
な

ど
の
成
果
が
創
出
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
日
本
の
ナ
ノ

炭
素
材
料
研
究
は
論
文
数
で

は
劣
勢
に
あ
る
。
材
料
分
野

で
は
論
文
数
は
事
業

化
優
劣
の
指
標
に
な

り
に
く
い
が
、
将
来

の
影
響
は
無
視
で
き

な
い
。
産
学
官
の
総

力
を
挙
げ
て
実
用
化

研
究
開
発
で
先
行
さ

せ
た
い
。
こ
の
た

め
、
ナ
ノ
炭
素
材
料
実
用
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
衣
替
え
し

て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

ナ
ノ
炭
素
材
料
の
実
用
化
を

加
速
す
る
た
め
、
助
成
事
業

と
し
て
透
明
導
電
膜
や
高
耐

熱
複
合
部
材
の
開
発
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

　
Ｃ
Ｎ
Ｔ
の
安
全
性
対
策
は

こ
れ
ま
で
も
自
主
安
全
管
理

技
術
を
開
発
し
て
き
た
が
、

新
た
に
応
用
製
品
の
排
出
・

暴
露
評
価
技
術
を
開
発
し
、

企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
分
散
体
評
価
技
術
、
革
新

的
材
料
を
開
発
し
、
試
料
提

供
、
技
術
移
転
を
通
じ
て
実

用
化
を
目
指
す
企
業
を
支
援

す
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｔ
の
応
用
製
品

で
は
複
合
材
料
、
キ
ャ
パ
シ

タ
ー
、
電
極
材
料
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
グ
ラ
フ

ェ
ン
に
つ
い
て
は
電
極
、
放

熱
材
料
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

へ
の
応
用
を
見
据
え
た
革
新

的
成
膜
技
術
を
開
発
す
る
。

低
減
・
代
替
に
加
え
有
効
活
用
も

　
希
少
金
属
に
関
わ
る
資
源

国
、
消
費
国
と
も
不
安
定
要

因
を
抱
え
て
い
る
リ
ス
ク
構

造
に
大
き
な
変
化
は
無
い
。

今
後
は
元
素
ご
と
の
リ
ス
ク

を
定
点
的
に
評
価
し
必
要
で

あ
れ
ば
事
前
対
応
す
る
リ
ス

ク
管
理
方
法
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
こ
で
昨
年
よ
り
二
つ

の
調
査
を
行
っ
て
い

る
。

　
一
つ
は
リ
ス
ク
評

価
の
た
め
の
最
新
動

向
調
査
。
最
近
の
需

給
動
向
に
適
合
す
る

よ
う
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と

し
て
研
究
開
発
重
要

度
が
高
い
元
素
と
し
て
、
白

金
族
、
希
土
類
、
タ
ン
グ
ス

テ
ン
な
ど
を
選
定
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
中
長
期
戦
略

立
案
で
は
、
過
去
・
現
在
の

マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
を
整
理

し
、
使
用
量
低
減
に
よ
る
原

単
位
の
変
化
を
評
価
し
た
。

さ
ら
に
将
来
の
マ
テ
リ
ア
ル

フ
ロ
ー
を
予
測
し
、
リ
ス
ク

の
見
え
る
化
・
重
要
性
評

価
、
リ
ス
ク
対
策
の
検
討
、

不
足
技
術
の
抽
出
を
経
て
、

行
う
べ
き
技
術
開
発
を
提
案

し
た
。

　
昨
年
度
は
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ

ム
と
白
金
族
で
行
っ
た
。
今

年
度
は
、
希
土
類
、
タ
ン
グ

ス
テ
ン
で
行
う
。

　
新
規
の
希
少
金
属
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
使
用
量
低
減

・
代
替
に
加
え
、
使
う
べ
き

元
素
は
使
う
、
元
素
が
本
来

持
っ
て
い
る
特
徴
を
引
き
出

す
有
効
活
用
と
い
う
視
点
も

取
り
入
れ
る
。
先
導
研
究
は

今
年
度
か
ら
始
ま
り
、
来
年

度
も
公
募
予
定
だ
。

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 １０月２１日 火曜日 　　


